
「
み
ん
な
の
力
が
結
集
し
全
国
制
覇
で
き
ま
し

た
。
こ
の
学
校
に
来
て
本
当
に
よ
か
っ
た
」
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市
立
博
物
館
の
休
館
日

11
月
６
日
、13
日
、20
日
、27
日

12
月
４
日
、11
日
、18
日
、25
日
、

29
日
、30
日
、31
日

花と海　心やすらぐ千葉の旅
ちばデスティネーション　

　キャンペーン

平成19年2月１日

　　　～4月30日

　
現
在
、日
本
国
内
に
自
衛
隊
の

施
設
や
米
軍
の
基
地
は
あ
り
ま
す

が
、要
塞
は
あ
り
ま
せ
ん
。聞
き
慣

れ
な
い
言
葉
で
す
が
、「
要
塞
」と

は
、国
土
を
防
備
す
る
た
め
の
軍

事
施
設
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
我
が
国
で
要
塞
が
積
極
的
に
造

ら
れ
た
の
は
、明
治
以
降
、昭
和
初

期
ま
で
の
間
で
す
。四
方
を
海
に

囲
ま
れ
た
日
本
で
は
、敵
対
国
の

艦
隊
を
、海
岸
沿
い
に
置
い
た
大

砲
な
ど
で
、い
か
に
撃
退
す
る
の

か
が
、大
き
な
課
題
で
し
た
。

　
要
塞
は
旧
陸
軍
に
よ
り
建
設
さ

館
山
の
戦
争
遺
跡
⑥

　
東
京
湾
要
塞

れ
、植
民
地
だ
っ
た
現
在

の
韓
国
の
も
の
も
含
め
、

国
内
の
概
ね
17
ケ
所
に

つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

最
初
に
、建
設
が
着
手

さ
れ
た
の
が
東
京
湾
要
塞

で
す
。東
京
湾
の
一
番
狭

い
部
分
で
あ
る
浦
賀
水
道

を
閉
じ
る
よ
う
に
造
ら
れ

た
人
工
島（
東
京
湾
第
一

か
い
ほ

〜
三
海
堡
）、そ
こ
か
ら
南

の
房
総
半
島
と
三
浦
半
島

の
内
側
37
の
砲
台
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

明
治
13(

一
八
八
〇)

年

閉
め
ら
れ
た
ま
ま
に
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　
か
つ
て
館
山
が
要
塞
地
帯
で

あ
っ
た
こ
と
を
示
す
東
京
湾
要

塞
第
１
区
地
帯
標
が
、市
内
新
宿

の
内
房
線
踏
切
の
か
た
わ
ら
に
、

今
も
ひ
っ
そ
り
と
建
っ
て
い
ま

す
。

▲東京湾要塞第１区地帯標　
要塞地帯は第１区～第３区に区分

本
年
４
月
、独
立
行
政
法
人
海

技
大
学
校
と
独
立
行
政
法
人
海
員

学
校
が
統
合
し
、新
し
く
海
技
教

育
機
構
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

館
山
海
上
技
術
学
校（
伊
原
厚
司

校
長
）は
中
学
校
卒
業
者
を
対
象

と
し
た
海
上
技
術
学
校
５
校
の
う

ち
の
１
校
で
、船
舶
の
運
航
に
関

す
る
学
術
及
び
技
能
を
教
授
す
る

こ
と
な
ど
に
よ
り
、船
で
働
く
プ

ロ
の
養
成
の
た
め
必
要
な
教
育
を

行
っ
て
い
ま
す
。

同
校
は
昭
和
38
年（
一
九
六
三

年
）１
月
、館
山
市
大
賀
に
国
立
館

山
海
員
学
校
と
し
て
設
置
さ
れ
、

数
多
く
の
卒
業
生
が
世
界
中
の
海

で
活
躍
し
て
い
ま
す
。最
近
、館
山

起
工
の
観
音
崎
砲
台
を
は
じ
め

に
建
設
が
続
け
ら
れ
、昭
和
７

(

一
九
三
ニ)

年
、最
後
に
完
成
し

た
の
が
、館
山
市
加
賀
名
の
洲
崎

第
１
砲
台
と
南
房
総
市
富
浦
町

の
大
房
岬
砲
台
で
し
た
。

　
要
塞
が
あ
っ
た
当
時
、そ
の
軍

事
機
密
を
守
る
た
め
、要
塞
地
帯

法
と
い
う
法
律
に
よ
り
、現
在
の

館
山
市
内
で
は
、写
真
撮
影
や
写

生
な
ど
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
し

た
。太
平
洋
戦
争
の
頃
、現
在
の

内
房
線
の
海
側
の
窓
は
、外
が
見

え
な
い
よ
う
に
、窓
の
お
お
い
が

港
に
寄
港
し
た
東
海
汽
船
の
超
高
速

ジ
ェ
ッ
ト
船
や
大
型
客
船
の
関
係
者

に
も
館
山
海
員
学
校
で
学
ん
だ
卒
業

生
が
お
り
、館
山
の
光
景
を
懐
か
し

が
っ
て
い
ま
し
た
。現
在
、全
国
か
ら

集
ま
っ
た
各
学
年
40
人
の
120
人
が

学
ん
で
お
り
、女
生
徒
も
10
人
、在
籍

し
て
い
ま
す
。

館
山
海
上
技
術
学
校
は
カ
ッ

タ
ー
の
強
豪
校
と
し
て
も
知
ら
れ
、

今
年
７
月
、愛
知
県
蒲
郡
港
で
開
催

さ
れ
た
水
産
・
海
洋
高
校
生
が
争
う

第
８
回
全
国
カ
ッ
タ
ー
レ
ー
ス
大
会

で
は
、４
年
ぶ
り
３
度
目
の
優
勝
を

飾
り
ま
し
た
。チ
ー
ム
に
は
７
人
の

３
年
生
が
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
加
。

「
決
勝
で
は
全
員
の
息
が
合
い
、チ
ー

ム
ワ
ー
ク
で
勝
つ
こ
と
が
で
き
た
と

思
い
ま
す
。最
後
の
大
会
で
優
勝
で

き
う
れ
し
い
で
す
」「
11
月
12
日（
日
）

に
、大
賀
の
学
校
で
海
校
祭
を
開
催

し
ま
す
。楽
し
い
企
画
を
用
意
し
て

い
ま
す
の
で
、多
く
の
人
に
来
て
ほ

し
い
で
す
ね
」と
キ
ャ
プ
テ
ン
の
高

橋
毅
さ
ん
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
年
生
の
優
勝
メ
ン
バ
ー【
敬
称
略
】

か
り
ん

艇
指
揮
＝
吉
岡
花
梨
　
艇
長
＝
河

崎
徹
　
艇
員
＝
立
川
海
次
郎
、宮

下
拓
也
、高
橋
毅
、吉
田
明
良
、丹

羽
陽
介
　
監
督
＝
切
江
淳
二

▲海水浴風景の絵はがき（昭和初期／北条海岸）
　　　　東京湾要塞司令部の許可を受けています

▲全国優勝で記念撮影

「チームワークで全国優勝」館山海上技術学校カッター部3年生のみなさん

市
民

シリーズ
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●10月1日の人口／総人口51,052（－7）男24,609（－12）女26,443（＋５）世帯数21,960（―４）　（　）内は前月比
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   市では先月14日開催した「南総里見まつりフォーラ
ム2006」に出演した鳥取県倉吉市関金町・山守小学校6
年生9人と、「子ども三番叟」を演じた、館山市立神戸小学
校6年の吉田浩崇君と石井健太君、たてやま村歌舞伎に
出演した同小4年の井月明日香さんを初の子ども文化大
使として認定しました。
　子ども文化大使制度は、姉妹都市、友好都市などとの
公式な文化交流事業のために館山市を訪れたり、文化交
流に貢献した子どもを対象に、子ども文化大使（小学
生）、青少年文化大使（中高校生）の称号を贈り、文化交流
の発展につなげるため、今回、創設したものです。
　フォーラムでは、関金子供歌舞伎「口上里見八犬士 堀
村館勢揃ノ場」を上演。大人の役者も顔負けの演技に多
くの拍手がおくられました。また、たてやま村歌舞伎保
存会は本歌舞伎でも難しいと言われる「奥州安達ヶ原三
段目 袖萩祭文の場」を披露し、多くの観客を魅了しまし
た。

　先月15日、里見ウイークのメイン行事、今回で4半世紀の開催となった南総里見まつりが盛大に
開催されました。市内各地から山車や神輿など過去最多の27台が繰り出し、鳥取県倉吉市や大多喜
町からのゲストも加わった手作り甲冑隊100人も参加。鶴谷八幡宮から出発する八幡大明神隊と
ＪＲ館山駅を出発する里見本陣隊が合流して城山公園を目指しました。この武者行列には、関東各
地の生誕の地から集まった八犬士・甲冑武者50人・騎馬武者などが参加しました。
　城山公園集結後は、芝生広場で里見の武者による戦国時代の合戦シーンを再現。会場の城山公園
やパレードが行われた沿道では5万5千人の観衆が歴史絵巻に引き込まれていました。

関金子供歌舞伎
たてやま村歌舞伎を上演

南
総
里
見
ま
つ
り

『子ども文化大使』制度を創設
関金子供歌舞伎

たてやま村歌舞伎

南総里見まつりフォーラム2006

武者行列外国からのお客さまも武者姿

山車や神輿もパレードに参加

里見少年隊入場

里見少年隊のみなさん

火縄銃演武

戦国合戦絵巻 六軒町・竹原地区のみなさんによる餅投げ

勇
壮
に
歴
史
絵
巻
を
再
現

見 ま つ り里

３ だん暖たてやま ２平成18年11月１日



決 算

５ だん暖たてやま ４平成18年11月１日

平成 17年度決算 ・歳出総 額 

150億 224万 円 

　 

一 

般 

会 

計 

は 

、 

市 

民 

生 

活 

に 

直 

接 

関 

係 

が 

深 

い 

、 

道 

路 

の 

補 

修 

や 

学 

校 

整 

備 

、 

福 

祉 

な 

ど 

の 

事 

業 

を 

行 

う 

会 

計 

で 

す 

。 
　 
平 
成 

17
年 

度 

一 

般 

会 

計 

の 

決 

算 
額 
は 
、 
歳 

入 

は 

154
億 

４ 

千 

453
万 

円 

、 

歳 
出 
は 
150
億 

224
万 

円 

で 

、 

歳 

入 

歳 

出 

の 
差 
引 
額 
か 

ら 

平 

成 

18
年 

度 

へ 

繰 

り 

越 

し 
た 
事 
業 

へ 

の 

財 

源 

を 

差 

し 

引 

い 

た 

実 
質 
収 
支 
は 

３ 

億 

５ 

千 

604
万 

円 

と 

な 

り 

ま 
し 
た 
。 

　 

し 

か 

し 

、 

歳 

入 

に 

お 

い 
て 
は 
、 

財 

源 

不 

足 

を 

補 

う 

た 

め 

に 

市 

の 
貯 

金 

と 

い 

え 

る 

財 

政 

調 

整 

基 

金 

を 

１ 

億 

７ 

千 

654
万 

円 

取 

り 

崩 

し 

て 

お 

り 

、 

基 

金 

か 

ら 

の 

繰 

入 

金 

と 

平 

成 

【性質別歳出の内訳】 

平
成
17
年
度
決
算
を
公
表 

　 

市
民
の
み
な
さ
ん
の
税
金
が
ど
の
よ
う 

に
使
わ
れ
た
か
、 

市 

の
財
政
状
況 

が
ど
う
な
っ 

て
い
る
か
。
決 

算
の
公
表
は 

、 

市 

の
財
政
が
ど 

の
よ
う
に
運 

営
さ
れ
、
ど
の 

よ
う
な
状
況 

に 

あ
る 

か
を 

知 

っ
て
い 

た
だ 

く
も
の 

で
す 

。 

　 

昨
年
度
の
一 

般
会
計
決
算 

の
概
要
と
特
別 

会
計
の
決
算 

状 

況
を 

お 

知
ら
せ 

し
ま
す 

。 

　
問
合
せ 

／
財
政 

課
財
政 

係
（ 

22
―
３
２
９ 

１
） 

民生費 

土木費 

公債費 

衛生費 

その他 

教育費 

総務費 

41億6,680万円（25.6%） 
43億3,073万円（28.9%） 

20億2,833万円（13.5%） 
28億5,446万円（17.5%） 

18億3,304万円（12.2%） 
19億1,063万円（11.7%） 

18億2,995万円（12.2%） 
19億2,572万円（1. 8%） 

16億4,291万円（11.0%） 
18億1,877万円（11.2%） 

14億4,362万円（  9.6%） 
16億5,454万円（10.2%） 

18億9,366万円（12.6%） 
19億3,889万円（11.9%） 

人件費 

扶助費 

経常的 繰出 金 

公債費 

物件費 

その他 

補助費等 

普 通建設事業費 

39億1,775万円（24.1%） 
38億2,995万円（25.5%） 

22億1,487万円（14.8%） 

21億3,331万円（13.1%） 

20億2,833万円（13.5%） 
28億5,445万円（17.5%） 

17億4,252万円（11.6%） 
18億9,174万円（11.6%） 

16億6,197万円（11.1%） 
16億3,455万円（10.0%） 

14億5,181万円（  9.7%） 
13億4,408万円（  8.3%） 

12億  322万円（  8.0%） 

15億7,128万円（  9.7%） 

8億6,957万円（  5.8%） 
9億2,265万円（  5.7%） 

16
年
度 

の
実 

質 

収
支
（ 

純
繰 

越 

金
）
を
差
し
引
い
た
平
成 

17
年
度 

だ
け
の
収
支
（
実
質
単
年
度
収 

支
）
は
約
２
億
円
の
赤
字
と
な 

り
、
厳
し
い
財 

政
状
況
に
あ
る 

と 

い
え
ま
す
。 

市民の負担と市の支出 

１人あた りの使 われた お金　   約294,029円 
１人あた りの負 担した 市税　   約114,062円 
１ 世帯あ たりの 使われ たお金 　約 688,776円 
１ 世帯あ たりの 負担し た市税 　約 267,195円 

人口51,023人 　世 帯数 21,781世帯 

（平成18年 3月 末現在） 

決 
算 
収 
支 

歳 
出 
の 
状 
況 

　
歳 

出
総
額
は 

150
億 

224
万
円
で
、 

前
年
度
に
比
べ
７
・
８
％
減
少 

し 

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
公
債
費
に 

お 

け 

る
借
換
分 

８
億
８
千 

460
万
円
の
減 

に
よ
る
影
響
が
大
き
く
、
こ
れ 

を 

除
い
た
実
質
的
な
対
前
年
度
比 

は 

２
・
５
％
の
減
少
と
な
り
ま
す
。 

　
義
務
的
性
格 

が
強
い
人
件
費 

、 

扶
助
費
、
公
債
費
の
合
計
は 

80
億 

７
千 
315
万
円
で
、
対
前
年
度
比 

５ 
千 
224
万
円
（ 

借
換 

債
分 

を
除 

く
）
、
０ 

・
７
％
の 

増
加
と
な 

り 

ま
し
た
。 

給
与
改
定 

や
職
員
削 

減 

に
よ
り
人 

件
費
は
減 

少
し
ま
し 

た 

が
、
生
活 

保
護
費
や 

障
害
者
支 

援 

費
、
児
童 

手
当
な
ど 

を
含
む
扶 

助 

費
が 

対
前 

年 

度
比
で 

８
千 

156
万 

円
、
３
・
８
％
増
加
し
ま
し
た 

。 

　
ま
た
、 

老
人
保
健 

事
業
や
介 

護 

保
険
事
業 

な
ど
の
特 

別
会
計
へ 

の 

経
常
的
な 

繰
出
金
が 

対
前
年
度 

比 

１
億 

773
万
円
、
８
・ 

０
％
増
加 

し 

ま
し
た
。 

歳 
入 
の 
状 
況 

　
歳
入
総
額
は 

154
億
４
千 

453
円 

で
、
前
年 

度
に
比
べ 

７
・
５
％ 

減 

少
し
ま
し 

た
。
こ
れ 

は
、
地
方 

債 

借
換
分
８
億 

８
千 

460
万
円
の
減 

に 

よ
る
影
響 

が
大
き
く 

、こ
れ
を 

除 

わ
た
し
の
税
金
、
何
に
使
わ
れ
た
の
？ 

歳出 

一
般
会
計 

【 市税の内訳 】 

国民健康保険 

老人保健 

介護保険 

学童災 害共 済事 業 

下水道事業 

547,949

550,170

358,785

         90

  86,881

8.0％ 

 1.4％ 

   4.9％ 

56.8％ 

▲11.4％ 

517,904

546,126

347,269

　　87

  86,743

  4.7％ 

　1.1％ 

   5.6%

  70.5％ 

▲11.5％ 

会　計　名 

▼平 成 17年 度特 別会計 の決算 状況 （単位：万円） 

前年度対比 歳　出 前年度対比 歳　入 

平成 17年度決算 ・歳入総 額 

154億 4,453万 円 

市税 

地方交付税 

国庫支出金 

その他 

県支出金 

市債 

58億1,977万円（37. 7%） 
58億　 796万円（34. 8%） 

35億4,959万円（23.0%） 
34億  289万円（20.4%） 

14億5,547万円（9.4%） 
14億9,542万円（9.0%） 

8億8,050万円（5.7%） 
20億9,390万円（12.5%） 

6億4,710万円（4.2%） 
5億9,033万円（3.5%） 

30億9,210万円（20.0%） 
33億  371万円（19. 8%） 

固定資産税 

市民税 

都市計画税 

その他 

軽自動車 税 

市たばこ税 

26億6,417万円（45.8%） 
26億8,947万円（46.3%） 

5億2,720万円（9.1%） 
5億3,802万円（9.3%） 

4億  144万円（6.9%） 
4億1,532万円（7.1%） 

8,962万円（1.5%） 
8,580万円（1.5%） 

1,699万円（0.3%） 
400万円（0.1%） 

21億2,035万円（36.4%） 
20億7,535万円（35.7%） 

平成17年度決算額 
平成16年度決算額 （　）構成比率 

い
た
実
質
的
な 

対
前
年
度
比
は 

２
・
３
％
の
減
少
と
な
り
ま
す 

。 

　
主
要
な 

歳
入
で
あ 

る
市
税
は 

、 

固
定
資
産 

税
や
都
市 

計
画
税
で 

収 

入
が
減 

少
し
た 

も
の
の 

、
法
人 

市 

民
税
や 

入
湯
税 

な
ど
で 

増
加
し 

、 

前
年
度
に 

比
べ
て
１ 

千 

181
万
円 

、 

率
に
し
て 

０
・
２
％ 

増
加
し
て 

い 

ま
す
。 

　
地
方
交 

付
税
は
１ 

億
４
千 

670
万 

円
の
増
加 

と
な
っ
て 

い
ま
す
が 、 

普
通
交
付 

税
の
振
替 措
置
で
あ 

る 

臨
時
財
政 

対
策
債
と 

の
合
算
額 

で 

は
約
２ 

千 

400
万
円
の
減 

少
と
な 

っ 

て
い
ま
す
。 

都 
市 
計 
画 
税 
・ 
入 
湯 
税 
の 

使 
途 
状 
況 

　 

都
市
計
画
税
と 

入
湯
税
は
目
的 

税 

と
呼
ば
れ
、
使 

い
み
ち
が
定
め 

ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
平 

成 

17
年 

度
の
都
市
計
画
税
の 

収 

入
（
５
億
２
千 

720
万
円 

）
は 

、 

都 

市
計
画
事
業
の 

船
形
館
山
港
線 

整 

備
事
業
（
５
千 

822
万
円 

）
、 公 

共 

下
水
道
整
備
事 

業
（
４
億
６
千 

116
万 

円
）
や
、
過 

去
に
実
施
し
た 

城 

山
公
園
な
ど
の 

都
市
計
画
事
業 

に 

係
る
地
方
債
の 

償
還
（
２
億
２ 

千 

384
万 

円
）
の
一
部
に 

充
て
ら
れ 

ま
し
た
。 

　
ま
た
、
入
湯 

税
の
収
入
（
１ 

千 

654
万
円
）
は
、
観
光
振
興
基
金 
へ 

の
積
立
や
消
火 

栓
整
備
事
業
、 観 

光
施
設
（
海
の 

駅
「
だ
い
ぼ
」 ） 

関
連
道
整
備
事 

業
の
一
部
に
充 

て 

ら
れ
ま
し
た
。 

　
特
別
の
目
的 

を
も
っ
て
、
独 

立 

採
算
を
基
本
と 

し
て
運
営
さ
れ 

る 

も
の
を
特
別
会 

計
と
い
い
、
一 

般 

会
計
と
区
別
し
て
い
ま
す 

。 

　
平
成 

17
年
度
の
特
別
会
計
は 

、 

国
民
健
康
保
険 

、
老
人
保
健
、 

介 

護
保
険
、
学
童 

災
害
共
済
事
業 
、 

下
水
道
事
業
の
５
つ
で
す 。 

　
館
山
市 

の
産
業
経 

済
情
勢
や 

人 

口
動
向
を 

勘
案
す
る 

と
、
中
長 

期 

的
に
は
市 

税
の
大
幅 

な
増
収
は 

見 

込
め
ず
、 

更
に
国
の 

三
位
一
体 

の 

改
革
に
よ 

る
地
方
交 

付
税
の
減 

額 

な
ど
、
歳 

入
全
体
の 

増
加
も
見 

込 

め
な
い
中 

で
、
現
状 

の
行
政
サ 

ー 

ビ
ス
の
提 

供
を
維
持 

す
る
こ
と 

が 

困
難
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す 

。 

　
こ
の
た 

め
、
歳
入 

に
見
合
っ 

た 

歳
出
構
造 

へ
の
転
換 

を
目
指
し 

、 

昨
年
度
策 

定
し
た
行 

財
政
改
革 

プ 

ラ
ン
を
着 

実
に
実
施 

し
、
健
全 

財 

政
の
確
立 

に
向
け
て 

取
組
ん
で 

い 

き
ま
す
。 

今
後
の
取
組
み 

歳入 

特
別
会
計 



　
５
月
か
ら
３
回
の
日
程
で
行
わ
れ
た「
田
の
く
ろ
大
学
校
」が
、

９
月
23
日
の
収
穫
祭
で
終
了
し
ま
し
た
。

　「
田
の
く
ろ
大
学
校
」は
、安
房
農
協
青
年
部
の
Ｏ
Ｂ
を
中
心
と

し
た『
た
て
や
ま
緑
の
仲
間
た
ち
』が
主
催
し
開
催
。県
北
か
ら
の

参
加
者
を
含
め
14
組
39
人
の
親
子
が
集
ま
り
、親
子
揃
っ
て
楽
し

め
る
盛
り
沢
山
の
メ
ニ
ュ
ー
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
問
合
せ
／
農
水
産
課
農
政
係（
�
22
―
３
３
９
６
）

　
秋
の
空
高
く
イ
ベ
ン
ト
日
和

だ
っ
た
９
月
23
日（
土
）。最
終

回
の
体
験
メ
ニ
ュ
ー
は
、５
月
に

行
わ
れ
た
第
１
回
目
に
苗
を
植
え

た
サ
ツ
マ
イ
モ
の
収
穫
と
稲
刈

り
、そ
し
て
収
穫
祭
で
し
た
。

大
き
な
サ
ツ
マ
イ
モ
が

　
　
　
　
　
た
く
さ
ん
採
れ
た
よ

「
田
の
く
ろ
大
学
校
」で
収
穫
祭　

青
々
と
茂
っ
た
サ
ツ
マ
イ
モ
の

つ
る
を
刈
取
り
、被
せ
て
あ
っ
た
ビ

ニ
ー
ル
の
マ
ル
チ
を
は
が
し
て
、大

き
く
育
っ
た
サ
ツ
マ
イ
モ
を
収
穫
し

ま
し
た
。参
加
者
１
人
あ
た
り
10
本

植
え
た
苗
か
ら
は
、用
意
し
た
ダ
ン

ボ
ー
ル
箱
に
入
り
き

ら
な
い
ほ
ど
の
サ
ツ

マ
イ
モ
が
収
穫
で
き

ま
し
た
。

　
芋
掘
り
を
終
え
た

参
加
者
は
、稲
刈
り

の
た
め
黄
金
色
の
稲

穂
が
秋
風
に
揺
れ
る

田
ん
ぼ
へ
移
動
。大

き
な
コ
ン
バ
イ
ン
で

周
囲
が
刈
ら
れ
た
田

ん
ぼ
に
入
り
、一
列

に
並
ん
で
鎌
を
手
に

稲
刈
り
に
挑
戦
し
ま

し
た
。

　
昼
食
を
兼
ね
た
収
穫
祭
で
は
、

地
元
野
菜
で
作
っ
た
料
理
な
ど
が
振

舞
わ
れ
、餅
つ
き
も
行
わ
れ
ま
し

た
。千
葉
市
か
ら
参
加
し
た
山
田
昌

行
さ
ん
は
、「
い
つ
か
農
業
を
や
っ

て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。農

業
の
大
変
さ
を
知
る
良
い
機
会
に
な

り
ま
し
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
主
催
者
代
表
の
龍
崎
滋
さ
ん

は
、「
日
ご
ろ
農
業
に
親
し
む
機
会

の
な
い
親
子
に
、農
業
の
原
体
験

を
通
じ
て
、農
業
の
楽
し
さ
や
厳

し
さ
を
伝
え
た
い
と
思
い
企
画

し
ま
し
た
。こ
の
経
験
を
通
じ
て
、

自
然
を
愛
す
る
心
を
育
て
て

い
っ
て
く
だ
さ
い
」と
参
加
者
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
ま
し
た
。

産業まつりは大盛況
　
地
場
産
品
の
普
及
と
消
費
者

ニ
ー
ズ
の
把
握
を
目
的
と
し
た

「
産
業
ま
つ
り
」が
、体
育
の
日
の

10
月
９
日（
月
）に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
２
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た

今
回
は
、天
候
に
も
恵
ま
れ
、会
場

の
南
総
文
化
ホ
ー
ル
に
は
約
１
万

３
千
人
が
詰
め
か
け
ま
し
た
。

　
山
梨
県
笛
吹
市（
旧
石
和
町
）の

ぶ
ど
う
販
売
コ
ー
ナ
ー
に
は
、午

前
10
時
の
開
会
前
か
ら
長
蛇
の

列
。朝
水
揚
げ
さ
れ
た
ば
か
り
の

鮮
魚
や
と
れ
た
て
の
野
菜
は
、市

価
よ
り
も
安
い
価
格
で
の
販
売
と

あ
っ
て
、午
前
中
に
は
ほ
と
ん
ど

の
品
が
売
り
切
れ
と
な
る
盛
況
ぶ

り
で
し
た
。

　
実
行
委
員
長
の
大
場
俊
雄
さ
ん

は
、「
大
勢
の
人
が
会
場
に
足
を
運

ん
で
く
だ
さ
り
、盛
況
に
産
業
ま

つ
り
を
開
催
で
き
た
こ
と
を
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。地
元
産
品
の
魅

力
を
、地
域
の
皆
さ
ん
に
伝
え
る

こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
」と

話
し
て
い
ま
し
た
。

地場産品の魅力を
　　　消費者にＰＲ

11月19日（日）は館山市長選挙の投票日です
　11月19日（日）に、館山市長選挙が予定されています。
　投票できる人は、20歳以上で館山市に住所登録をしてから3ヶ月を経過した人です。
　ただし、投票する前に転出した人は投票できません。
　また、当日都合がつかない人は、期日前投票をすることができます。
○期日前投票
　期間／11月13日（月）から11月18日（土）　午前8時30分から午後8時まで
　場所／期日前投票所（市役所4号館　※下図参照）
　問合せ／市選挙管理委員会（�22－3523）

お 知 ら せ

７ だん暖たてやま ６平成18年11月１日

● 
モンフル 
ニエ 

●
市
立
第
三
中
学
校 

●市役所 歩道橋 

●館山市 
　教育センター 

●南総地方 
　教育センター 

●旧市民センター 

●市立北条 
　幼稚園 

期日前投票所 

↑ 
入口 

●市立北条 
　小学校 

期日前投票所案内図 



日
本
人
の
平
均
寿
命
は
、医
療
技
術
の
進
歩
な
ど
に
よ
り
、今
後
も
さ
ら
に
伸
び
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
、年
を
と
っ
て
か
ら
の
生
活
費
の
不
安
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
は
、生
き
て
い
る
限
り
年
金
が
受
け
取
れ
る
一
生
涯
の
保
障
で
す
。

今
年
か
ら
、11
月
を「
ね
ん
き
ん
月
間
」と
定
め
、国
民
年
金
制
度
の
趣
旨
や
し
く
み
を
理
解
し
て

い
た
だ
く
た
め
の
広
報
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
／
市
民
課
保
険
年
金
係（
�
22
―
３
４
１
８
）

　
木
更
津
社
会
保
険
事
務
所
で

は
、予
約
制
の
年
金
相
談
を
開
始

し
ま
し
た
。相
談
日
の
１
ヶ
月
前

か
ら
前
日
ま
で
に
予
約
す
る
と
、

通
常
の
相
談
よ
り
も
待
ち
時
間
が

短
縮
さ
れ
ま
す
。

　
予
約
専
用
電
話（
�
０
４
３
８

―
23
―
７
７
６
０
）

　
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
に

は
、①
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め

た
期
間
、②
保
険
料
の
免
除
を
受

け
た
期
間
、③
学
生
納
付
特
例
や

若
年
者
納
付
猶
予
を
受
け
た
期

間
、④
第
３
号
被
保
険
者
の
届
出

を
し
た
期
間
、⑤
厚
生
年
金
や
共

済
組
合
の
加
入
期
間
、⑥
合
算
対

象
期
間（
任
意
加
入
で
き
る
期
間

に
任
意
加
入
し
な
か
っ
た
期
間
な

ど
）の
合
計
が
、原
則
25
年
以
上
あ

る
こ
と
が
条
件
で
す
。

　
平
成
18
年
度
の
国
民
年
金
の

保
険
料
は
、月
額
１
万
３
千
860
円

で
す
。

　
保
険
料
は
金
融
機
関
、コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
の
窓
口
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
で

納
め
る
方
法
や
、口
座
振
替
に
よ

る
方
法
が
あ
り
ま
す
。口
座
振
替

が
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
遺
族
基
礎
年
金
／
加
入
者
が
死

亡
し
た
際
に
、そ
の
人
に
よ
っ
て
生

計
を
維
持
さ
れ
て
い
た
18
歳
未
満

の
子
が
い
る
妻
、ま
た
は
18
歳
未
満

の
子
に
支
給
さ
れ
ま
す
。死
亡
日
前

に
、一
定
の
保
険
料
納
付
や
免
除
期

間
が
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
日
本
に
住
ん
で
い
る
20
歳
か

ら
60
歳
ま
で
の
す
べ
て
の
人
は
、

公
的
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
が
法

律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、学

生
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
保
険
料
を
納
め
忘
れ
る
と
、事

故
や
病
気
で
障
害
が
残
っ
て
も
障

害
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
ば

か
り
か
、将
来
の
老
齢
基
礎
年
金

も
減
額
さ
れ
ま
す
。

　
老
齢
基
礎
年
金
／
65
歳
か
ら
老

後
を
保
障
し
ま
す
。保
険
料
納
付

や
免
除
制
度
な
ど
の
合
計
が
25
年

以
上
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
障
害
基
礎
年
金
／
加
入
中
の
病

気
や
ケ
ガ
な
ど
で
一
定
の
障
害
が

残
っ
た
と
き
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

初
診
日（
病
気
や
ケ
ガ
で
初
め
て

医
師
の
診
察
を
受
け
た
日
）前
に
、

一
定
の
保
険
料
納
付
や
免
除
期
間

年
金
は
あ
な
た
が
主
人
公

20
歳
に
な
っ
た
ら
加
入
し
て

保
険
料
の
納
付
を
忘
れ
ず
に

原
則
25
年
以
上
必
要
で
す

老齢基礎年金
   （満額）
障害基礎年金
（一級障害）
障害基礎年金
（二級障害）
遺族基礎年金
（妻と子１人）

　792,100円

　990,100円

　792,100円

1,020,000円

18年度の年金額（基礎年金）

基
礎
年
金
は
３
種
類

国
民
年
金
保
険
料
は
、納
付
し

た
全
額
が
所
得
税
・
市
町
村
民
税

な
ど
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保

険
料
控
除
と
し
て
申
告
す
る
場
合

は
、今
年
１
年
間
に
納
付（
見
込
を

含
む
）し
た
国
民
年
金
保
険
料
を

証
明
す
る
書
類
の
添
付
な
ど
が
必

要
で
す
。

社
会
保
険
庁
で
は
、毎
年
11
月

初
旬
に「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金

保
険
料
）控
除
証
明
書
」（
ハ
ガ
キ
）

を
送
付
し
ま
す
。年
末
調
整
や
確

定
申
告
の
手
続
き
の
際
に
必
ず
こ

の
証
明
書
や
領
収
書
が
必
要
で
す

の
で
、申
告
を
行
う
ま
で
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　
社
会
保
険
庁
で
は
、「
住
民
基
本

台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」を
活
用
し

て
年
金
受
給
者
の
現
況
確
認
を
行

う
た
め
、こ
れ
ま
で
誕
生
月
に
提

出
の
必
要
が
あ
っ
た「
年
金
受
給

権
者
現
況
届
」は
、12
月
生
ま
れ
の

人
か
ら
原
則
不
要
と
な
り
ま
す
。

現
況
届
の
提
出
は
原
則
不
要

予
約
制
の
年
金
相
談
も

は
、毎
月
納
付
で
も
当
月
末
振
替

に
よ
る
割
引
が
あ
り
、た
い
へ
ん

有
利
で
す
。

　
児
童
虐
待
は
、未
然
防
止
、早
期

の
発
見
・
対
応
が
重
要
で
す
。

　
平
成
17
年
度
か
ら
市
が
児
童
虐

待
な
ど
児
童
相
談
の
窓
口
と
な

り
、児
童
相
談
所
が
よ
り
困
難
な

事
例
に
対
応
し
て
い
ま
す
。「
気
に

な
る
な
」と
感
じ
た
ら
、す
ぐ
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。連
絡
し
た
人

の
秘
密
は
守
り
ま
す
。

◎
虐
待
が
疑
わ
れ
る
例

【
子
ど
も
の
場
合
】

・
不
自
然
な
打
撲
や
や
け
ど
な
ど

が
あ
る
・
夜
遅
く
ま
で
徘
徊
な
ど

を
し
て
い
る
・
衣
服
が
極
端
に
汚

れ
て
い
る
・
学
校
に
行
く
姿
を
見

か
け
な
い
・
過
度
に
乱
暴
で
あ
る

な
ど

【
保
護
者
の
場
合
】

・
し
ば
し
ば
大
声
を
あ
げ
子
ど
も

や
家
族
に
暴
力
を
振
る
う
・
夜
遅

く
ま
で
帰
宅
し
な
か
っ
た
り
夜
間

子
ど
も
だ
け
で
過
ご
さ
せ
る
・
子

ど
も
が
け
が
や
病
気
に
な
っ
て
も

医
者
に
診
せ
よ
う
と
し
な
い
・
子

ど
も
に
対
す
る
他
の
人
の
意
見
を

聞
き
入
れ
な
い
な
ど

　
連
絡
先
／
館
山
市
家
庭
児
童
相

　
館
山
税
務
署
で
は
、給
与
を
支

払
う
法
人
と
個
人
事
業
者（
白
色

申
告
者
）を
対
象
に「
平
成
18
年
分

年
末
調
整
等
説
明
会
」を
開
催
し

ま
す
。給
与
事
務
担
当
者
の
出
席

　
対
象
／
概
ね
午
前
の
部
に
館

山
、北
条
、那
古
、船
形
地
区
、午
後

の
部
に
午
前
の
部
以
外
の
地
区
と

し
ま
す
。

　
問
合
せ
／
館
山
税
務
署
源
泉
所

得
税
担
当（
�
22
―
０
１
０
３
）

●市役所庁内直通電話番号一覧●

企
　
画
　
部

秘書係
広報係
男女共同参画係
政策グループ

市民相談・協働グループ

市民相談室
情報システム係
情報化推進係・統計係

22-3122
22-3121
22-3135
22-3147
22-3163
22-3142
22-3152
22-3199
22-3174
22-3168
22-3235
22-3953
22-3218
22-3952
22-3291
22-3296
22-3262
22-3261

22-3414
22-3428
22-3418

22-3442
22-3954
22-3491

22-3496
22-3487
22-3489
22-3362

22-3396

22-3352
22-3354
22-3631
22-3636
22-3637
22-3640
22-3612
22-3610
22-3661
22-3674
22-3346
22-3136
22-2544
22-3606
22-3506
22-3685
22-3694
22-3696
22-3698
22-3527
22-3542
22-3523
22-3539

秘書広報課

企画課

情報政策課

行財政改革推進課
総務課

財政課

税務課

納税課

市民課

健康課

社会安全課

社会福祉課

高齢者福祉課

商工課
農水産課

環境保全課

建設課

都市計画課

下水道課

観光立市推進課

海辺のまちづくり推進課

総
　
務
　
部

市
　
民
　
福
　
祉
　
部

議会事務局
監査事務局
選挙管理委員会事務局
農業委員会事務局

会計課
　庶務施設課
　学校教育課
　スポーツ課
　生涯学習課

経
済
環
境
部

建
　
設
　
部

教
育
委
員
会

部　課　名　　　　　　　 係　　　名　　　　　電話番号

出納係
庶務係・施設係
指導係・管理係
振興グループ
社会教育係・文化係
庶務係・議事係
庶務係
庶務係
農地係・農政係

港
湾
観
光
部

推進グループ
人事研修係
事務管理係
法規係
財政係
契約係・管財検査室
市民税係
資産税係
管理係
収納係
市民係
保険年金係

予防係
保健係
安全グループ

保護係
社会福祉係
障害福祉係
子育て支援室
高齢対策係
援護係
商工グループ
耕地係
農政係
漁政係
海洋深層水利活用推進室
環境対策係
一般廃棄物係
管理係
建設係
維持係
計画係
街路係
施設係
管理グループ
建設グループ
観光係
観光企画室
体験交流センター
推進グループ

23-3113

22-3492

22-3397

22-3257

を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
日
時
／
11
月
22
日（
水
）①
午
前

10
時
か
ら
正
午
、②
午
後
１
時
30

分
か
ら
午
後
３
時
30
分

　
場
所
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

談
室（
�
22
―
３
４
９
６
）、健
康

課（
�
23
―
３
１
１
３
）、千
葉
県

君
津
児
童
相
談
所（
�
０
４
３
９

―
55
―
３
１
０
０
）

各課・各係への直通番号のご利用を！

館
山
市
人
事（
11
月
１
日
）

経
済
環
境
部
長
・
経
済
環
境
部
商

工
課
長
事
務
取
扱（
商
工
課
長
・

昇
格
）平
川
實
▽
経
済
環
境
部
参

事（
経
済
環
境
部
長
）安
西
亮

お 知 ら せ

９ だん暖たてやま ８平成18年11月１日

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
を
添
付

年
末
調
整

確
定
申
告

11
月
は「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」

『
あ
な
た
の「
も
し
や
？
」が
子
ど
も
を
救
う
。』

年
末
調
整
等
説
明
会
を
開
催



　
千
葉
県
警
察
で
は
、犯
罪
や
交

通
事
故
の
被
害
に
あ
っ
た
被
害
者

や
そ
の
遺
族
・
家
族
に
対
し
、次
の

よ
う
な
相
談
窓
口
を
設
け
、被
害

の
相
談
や
精
神
的
な
悩
み
な
ど
の

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家

族
の
受
け
た
心
の
傷
に
対
し
、精

神
的
な
ケ
ア
を
行
う「
千
葉
県
警

察
犯
罪
被
害
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
チ
ー

ム（
通
称
ア
ク
ト
）」が
活
動
し
て

い
ま
す
。ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、事
件

を
担
当
し
た
警
察
官
に「
ア
ク
ト

の
人
を
お
願
い
し
ま
す
」と
声
を

か
け
て
く
だ
さ
い
。

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で

事
件
や
事
故
の
被
害
者
の
た
め
に
各
種
相
談
窓
口

　
通
り
魔
殺
人
な
ど
の
犯
罪
行
為

で
不
慮
の
死
を
遂
げ
た
被
害
者
の

遺
族
や
、身
体
に
重
大
な
負
傷
や
疾

病
を
受
け
た
り
障
害
が
残
る
こ
と

に
な
っ
た
被
害
者
に
対
し
て
、国
が

一
定
の
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

　
給
付
金
の
種
類
／
遺
族
給
付
金

（
亡
く
な
っ
た
場
合
）、障
害
給
付
金

（
障
害
が
残
っ
た
場
合
）、重
傷
病
給

付
金（
重
大
な
負
傷
や
疾
病
に
か

か
っ
た
場
合
）の
３
種
類
で
、い
ず

犯
罪
被
害
者
に
国
が
給
付
金
を
支
給

れ
も
一
時
金
と
し
て
支
払
わ
れ
ま

す
。

　
た
だ
し
、犯
罪
に
よ
る
被
害
で
も

給
付
金
が
支
給
さ
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。給
付
金
の
申
請
は
、定

め
ら
れ
た
期
間
内
に
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
問
合
せ
／
館
山
警
察
署
警
務
課

（
�
23
―
０
１
１
０
）、千
葉
県
警
察

本
部
犯
罪
被
害
者
対
策
室（
�
043
―

227
―
９
１
３
１
）

　
館
山
市
長
選
挙
の
た
め
、11
月
19
日（
日
）に
赤
山
地
下
壕
を
臨
時

休
壕
し
ま
す
。問
合
せ
／
都
市
計
画
課（
�
22
―
３
６
１
０
）

　県道館山港線の安房博物館交差点から下町交差点まで
の一部の区間で、下水道工事を行います。
　この工事に伴い、夜間交通規制を行います。
　工事期間／10月下旬～来年3月下旬
　規制内容／午後8時から午前6時まで夜間片側交互通行
※ただし、大型車両のみ夜間全面通行止めとなる期間があ
りますので、交通誘導員の指示により迂回してください。
　問合せ／下水道課建設グループ（�22―3674）

下水道工事で交通規制
安房博物館前交差点～下町交差点

【
相
談
窓
口
】

　
相
談
サ
ポ
ー
ト
コ
ー
ナ
ー（
�

043
―
227
―
９
１
１
０
）／
各
種
犯

罪
や
事
故
の
被
害
者
相
談
、警
察

全
般
に
関
す
る
相
談
。受
付
は
、

平
日
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

５
時
15
分
ま
で
。

　
女
性
被
害
110
番（
�
043
―
223
―

０
１
１
０
）／
女
性
被
害
者
の
困

り
ご
と
、悩
み
ご
と
相
談
。受
付

は
、平
日
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
５
時
ま
で
。

　
女
性
相
談
所（
�
０
１
２
０
―

０
４
８
２
２
４
）／
電
車
、駅
構

内
の
痴
漢
被
害
の
届
出
や
相
談
。

24
時
間
受
付
。

　
暴
力
団
相
談（
�
０
１
２
０
―

０
８
９
３
５
４
、
�
043
―
254
―
８

９
３
０
）／
暴
力
団
に
よ
る
被
害

の
相
談
。受
付
は
、平
日
午
前
９
時

か
ら
午
後
５
時
ま
で
。

　
少
年
セ
ン
タ
ー（
�
０
１
２
０

―
７
８
３
４
９
７
）／
少
年
に
関

す
る
非
行
、家
庭
内
暴
力
、犯
罪
被

害
、交
友
関
係
な
ど
の
相
談
。受
付

は
、平
日
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
５
時
ま
で
。

　
問
合
せ
／
館
山
警
察
署
警
務
課

（
�
23
―
０
１
１
０
）

　カインズホーム館山店の大規模小売店舗変更届
出書（主な変更点：店舗面積、駐車場及び駐車場の
収容台数）を縦覧しています。
　縦覧期間／平成19年1月12日(金)まで(土・日・
祝祭日を除く)　
　縦覧時間／8:30～17:15
　縦覧場所／商工課（市役所本館３階）
　問合せ／商工課（�22－3362）

大規模小売店舗変更届出書の縦覧

▼交通規制の区域

　
歯
と
口
の
健
康
を
保
つ
こ
と

は
、単
に
食
べ
物
を
か
む
だ
け
で

な
く
食
事
や
会
話
を
楽
し
む
な

ど
、健
康
で
豊
か
な
生
活
を
送
る

た
め
の
基
礎
と
な
り
ま
す
。

　
健
康
課
で
は
、「
80
歳
に
な
っ
て

　
法
的
な
ト
ラ
ブ
ル
を
解
消
す

る
た
め
の
情
報
や
サ
ー
ビ
ス
を
、

全
国
ど
こ
で
も
受
け
ら
れ
る『
日

本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー（
愛
称

「
法
テ
ラ
ス
」）』が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　「
法
テ
ラ
ス
」の
業
務
は
、①
法

的
ト
ラ
ブ
ル
解
消
に
役
立
つ
情

報
の
無
料
提
供
、②
資
力
の
乏
し

い
人
に
無
料
法
律
相
談
や
裁
判

費
用
の
立
て
替
え
な
ど
の
実
施
、

理容店、美容店、クリーニング店、めん

類飲食店、一般飲食店のお店選びは

Ｓマーク登録店で！
　Ｓマーク登録店は、厚
生労働大臣認可の標準
約款制度に従って営業
しているお店です。
　このＳマークを店頭
に表示しているお店な
ら安全・清潔・安心が保

証され、信頼できるお店選びの目安となります。
　万一の場合は、事故賠償基準に基づいた補償も
受けられます。
　問合せ／(財)千葉県生活衛生営業指導セン
ター（�043－307－8272）

法
的
ト
ラ
ブ
ル
解
消
に
利
用
し
て

「
法
テ
ラ
ス
」ス
タ
ー
ト

　
小
規
模
企
業
共
済
制
度
は
、個
人

事
業
主
ま
た
は
会
社
な
ど
の
役
員

が
事
業
を
や
め
た
り
退
職
し
た
場

合
に
、生
活
の
安
定
や
事
業
の
再
建

を
図
る
た
め
の
資
金
を
あ
ら
か
じ

め
準
備
し
て
お
く
国
が
つ
く
っ
た

共
済
制
度
で
す
。

　
こ
の
制
度
は
、掛
金
は
全
額
所
得

控
除
で
、受
け
取
る
共
済
金
も
退
職

所
得
扱
い
ま
た
は
公
的
年
金
な
ど

の
雑
所
得
扱
い
と
な
り
ま
す
。

　
経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
共
済（
中
小

企
業
倒
産
防
止
共
済
制
度
）は
、取

引
先
の
突
然
の
倒
産
が
原
因
で
経

営
悪
化
の
危
機
に
直
面
し
て
し

中
小
企
業
を
国
が
支
援

小
規
模
企
業
共
済
制
度
・
経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
共
済
制
度

ま
っ
た
と
き
に
資
金
を
借
入
れ
る

こ
と
が
で
き
る
制
度
で
、中
小
企
業

を
守
る
た
め
に
国
が
つ
く
っ
た
共

済
制
度
で
す
。

　
無
担
保
・
無
保
証
人
で
、積
み
立

て
掛
金
の
10
倍
の
範
囲
内（
最
高
３

千
200
万
円
）で
被
害
額
相
当
の
共
済

金
が
借
入
れ
可
能
で
す
。毎
月
の
掛

金
も
、税
法
上
、必
要
経
費
ま
た
は

損
金
に
参
入
で
き
ま
す
。

　
問
合
せ
／
独
立
行
政
法
人
中
小

企
業
基
盤
整
備
機
構（
�
03
―
５
４

７
０
―
１
５
４
０
）、館
山
商
工
会

議
所（
�
22
―
８
３
３
０
）、最
寄
の

金
融
機
関
窓
口

も
20
本
以
上
の
歯
を
保
と
う
」と

い
う「
８
０
２
０（
ハ
チ
マ
ル
ニ
イ

マ
ル
）運
動
」を
推
進
し
て
い
ま

す
。

　「
８
０
２
０（
ハ
チ
マ
ル
ニ
イ
マ

ル
）」を
達
成
す
る
た
め
に
は
、次

８
０
２
０
運
動
で
健
康
を
保
と
う

11
月
８
日
は「
い
い
歯
の
日
」

③
弁
護
士
や
司
法
書
士
が
い
な
い

地
域
に
お
け
る
適
切
な
料
金
で
の

法
律
サ
ー
ビ
ス
、④
犯
罪
被
害
者

の
支
援
に
詳
し
い
弁
護
士
や
犯
罪

被
害
者
支
援
団
体
な
ど
の
情
報
提

供
、⑤
迅
速
・
確
実
に
国
選
弁
護
人

を
確
保
し
、捜
査
か
ら
裁
判
ま
で

一
貫
し
た
国
選
弁
護
体
制
を
整
備

し
、裁
判
員
制
度
を
支
援
す
る
こ

と
で
す
。

　
受
付
時
間
／【
平
日
】午
前
９
時

〜
午
後
９
時
　【
土
曜
日
】午
前

９
時
〜
午
後
５
時（
日
曜
日
と
祝

日
は
休
業
）

　
情
報
提
供
窓
口（
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
）／
�
０
５
７
０
―
０
７
８

３
７
４（
お
悩
み
な
し
）

　
被
害
者
支
援
ダ
イ
ヤ
ル
／
�

０
５
７
０
―
０
７
９
７
１
４（
泣

く
事
な
い
よ
）

　
問
合
せ
／
企
画
課
市
民
相
談
・

協
働
グ
ル
ー
プ（
�
22
―
３
１
４

２
）

の
よ
う
な
心
が
け
が
大
切
で
す
。

①
む
し
歯
予
防
の
た
め
、フ
ッ
化

物（
フ
ッ
化
物
歯
面
塗
布
、フ
ッ
化

物
入
り
歯
み
が
き
剤
な
ど
）を
利

用
す
る
。

②
デ
ン
タ
ル
フ
ロ
ス
な
ど
を
使
っ

て
、歯
と
歯
ぐ
き
の
手
入
れ
を
す

る
。

③
定
期
的
に
歯
科
検
診
を
受
け
る
。

　
ま
た
、よ
く
か
ん
で
食
べ
る
こ

と
は
、む
し
歯
や
歯
周
疾
患
の
予

防
に
加
え
て
、肥
満
や
生
活
習
慣

病
の
予
防
に
つ
な
が
る
と
い
わ
れ

て
お
り
、全
身
の
健
康
に
と
っ
て

大
変
重
要
で
す
。

　
問
合
せ
／
健
康
課（
�
23
―
３

１
１
３
）

お 知 ら せ
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生
涯
大
学
校
で
は
、来
年
度
の

学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
生
涯
大
学
校
は
県
内
に
５
学
園

６
校
舎
が
あ
り
、市
内
の
人
は
南

房
学
園
に
通
学
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
資
格
／
県
内
に
住
む
60
歳
以
上

の
人（
昭
和
22
年
４
月
１
日
以
前

に
生
ま
れ
た
人
）で
、学
習
成
果
を

　
市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し

ま
す
。入
居
を
希
望
す
る
人
は
、申

込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
、11
月
30
日（
木
）ま
で
に
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
募
集
住
宅
／
表
の
と
お
り

※
家
賃
と
敷
金
は
、今
年
度
の
入

居
者
の
最
高
金
額
と
最
低
金
額
で

す
。実
際
の
家
賃
は
、入
居
者
ご
と

の
世
帯
の
収
入
に
基
づ
い
て
決
定

し
ま
す
。次
年
度
以
降
の
家
賃
も
、

毎
年
申
告
の
前
年
中
の
収
入
に
基

づ
い
て
入
居
者
ご
と
に
算
定
し
ま

す
。

地
域
活
動
で
役
立
て
る
な
ど
社
会

参
加
の
意
欲
が
あ
る
人
。

　
南
房
学
園
の
定
員
／【
一
般
】福

祉
科
70
人
、生
活
科
30
人
、園
芸
科

70
人
、陶
芸
科
25
人【
専
攻
】陶
芸

科
25
人

　
授
業
料
／
一
般
課
程
年
額
１
万

市
営
住
宅
の
入
居
者

生
涯
大
学
校
で
来
年
度
の
学
生

　海上自衛隊第21航空群では、海上自衛隊横須賀音楽隊によ
る「館山ふれあいコンサート」の鑑賞希望者を募集します。
　日時／12月1日（金）開場17:30　開演18:30
　場所／南総文化ホール　大ホール
　応募方法／往復ハガキに、記入例を参考に必要事項を記入
し郵送してください。ただし、応募は１人１通とし、抽選のう
え返信ハガキで当落をお知らせします。当選ハガキ１枚で２
人まで入場できます。入場料は無料です。
　締切／11月15日（水）必着
※記載内容が十分でないハガキは、返信できない場合があり
ます。また、満員の場合は、入場をお断りする場合もあります。
　問合せ／館山航空基地広報室（�22－3191内線208）

返信

○○○－○○○○

郵便往復ハガキ

千
葉
県
館
山
市
○
○

○
○
○
○
様

自
分
の
住
所
・

氏
名
を
記
入

鑑賞希望者
1.住所
2.氏名
3.年齢･性別

往信裏面

郵便往復ハガキ

294－8501

往信
千
葉
県
館
山
市
宮
城
無
番
地

海
上
自
衛
隊
館
山
基
地

広
報
室

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
係

（白　紙）
抽選結果を印刷
します。

返信裏面

▼応募ハガキの記入例

館山ふれあいコンサート
海上自衛隊横須賀音楽隊による

　
平
成
16
年
５
月
に
、千
葉
県
教

育
委
員
会
か
ら「
県
立
高
等
学
校

再
編
計
画
第
２
期
実
施
プ
ロ
グ
ラ

ム
」が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
、平
成
20
年
度

に
安
房
高
等
学
校
と
安
房
南
高
等

学
校
が
統
合
さ
れ
ま
す
。

　
統
合
に
伴
い
、校
名
を
募
集
し

ま
す
。現
校
名
を
含
め
て
、統
合
校

　北条地区公民館では、防災に関する正確な知識と技術、意識
の向上をはかるため、千葉県西部防災センターを見学する防
災体験学習の参加者を募集します。
　日時／11月27日（月）8:30～17:30
　定員／38人（応募多数の場合は抽選）
　参加費／1,500円（傷害保険、有料道路通行代など）
　締切／11月14日（火）
　問合せ・申込み／北条地区公民館（�24－1515）

　日時／11月28日（水）
　　　　10:00～12:00
　場所／館野地区公民館
　内容／冬から早春の寄せ植え
　講師／柳沢弥生氏(ガーデニングコーディネーター)
　参加費／1,500円　定員／15人
　持ち物／筆記用具、エプロン、ビ
　ニール手袋(薄手)、ミニシャベル
　締切／11月22日（水）先着順
　問合せ・申込み／館野地区公民館
　（�23―6480）

に
ふ
さ
わ
し
い
校
名
を
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、公
募
は
統
合
校
に
ふ
さ

わ
し
い
校
名
の
ア
イ
デ
ア
を
募
集

す
る
も
の
で
あ
り
、応
募
数
に

よ
っ
て
校
名
が
決
ま
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
募
集
期
間
／
11
月
１
日（
水
）〜

11
月
30
日（
木
）

　
応
募
方
法
／
①
メ
ー
ル
に
よ
る

応
募（a

w
a
k
o
u
@
c
h
ib
a
-

c.ed
.jp

　
件
名
を「
校
名
に
つ
い

て
」と
し
て
く
だ
さ
い
。）、②
Ｆ
Ａ

Ｘ
に
よ
る
応
募
、③
官
製
は
が
き

に
よ
る
応
募
の
い
ず
れ
か
の
方
法

で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　
問
合
せ
・
応
募
先
／
〒
294
―
０

０
４
７
　
八
幡
385
　
千
葉
県
立
安

房
高
等
学
校
内
　
安
房
高
校
・
安
房

南
高
校
統
合
準
備
室（
�
22
―
０
１

３
０
、Ｆ
Ａ
Ｘ
23
―
１
４
２
６
）

　
入
居
資
格
／
市
内
に
住
所
ま
た

は
勤
務
地
が
あ
り
、住
宅
に
困
っ

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
人
で
市

税
の
滞
納
を
し
て
い
な
い
人
。た

だ
し
、収
入
基
準
に
よ
る
所
得
制

限
が
あ
り
ま
す
。

　
入
居
時
期
／
平
成
19
年
１
月
上

旬（
予
定
）

　
問
合
せ
／
都
市
計
画
課
施
設
係

（
�
22
―
３
６
１
０
）

住宅名
笠名

笠名

萱野

真倉

戸数
１

１

１

１

　場　所
館山海上技
術学校付近
館山海上技
術学校付近
国分地内

城山付近

間取り
２Ｋ

２ＤＫ

２ＤＫ

３ＤＫ

　　敷　金
  7,800円
～  17,400円
21,600円
～  35,100円
22,500円
～  44,400円
64,800
～142,200円

　　家　賃
  2,600円
  ～   5,800円
  7,200円
  ～11,700円
  7,500円
  ～14,800円
 21,600円
  ～47,400円

構　造
平　屋

準耐火
２階建
準耐火
２階建
中層耐火
３階建

８
千
円
、専
攻
課
程
年
額
８
千
円

（
実
習
の
教
材
費
な
ど
は
別
途
自

己
負
担
）

　
入
学
案
内
の
配
布
／
市
高
齢
者

福
祉
課
、南
房
学
園
事
務
局
、県
庁

高
齢
者
福
祉
課
で
配
布
し
て
い
ま

す
。郵
送
を
希
望
す
る
人
は
、返
信

用
封
筒（
宛
名
を
記
入
し
140
円
切

手
を
貼
っ
た
角
２
封
筒
）を
同
封

し
、県
生
涯
大
学
校
事
務
局
へ
。

　
募
集
期
間
／
11
月
10
日（
金
）〜

12
月
28
日（
木
）

　
問
合
せ
／
〒
260
―
０
８
０
１

千
葉
市
中
央
区
仁
戸
名
町
666
―
２

県
生
涯
大
学
校
事
務
局（
�
043
―

266
―
４
７
０
５
）、県
庁
高
齢
者
福

祉
課（
�
043
―
223
―
２
３
２
８
）

　
私
た
ち
が
住
む
地
域
の
歴
史
を

語
る
資
料
は
、寺
社
や
旧
家
ば
か

り
で
な
く
、地
域
の
い
た
る
と
こ

ろ
に
数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
歴
史
探
訪
シ
リ
ー
ズ
第
22
回
目

の
今
回
は
、奈
良
の
都
で
発
見
さ

れ
た
古
代
の
木
簡
に
地
名
が
見
ら

れ
る
香
と
塩
見
を
歩
き
ま
す
。中

西
岬（
香
・
塩
見
）地
区
を
訪
ね
る
　
わ
た
し
の
町
の
歴
史
探
訪

世
や
近
世
の
文
化
財
も
訪
ね
な
が

ら
、古
代
か
ら
海
と
か
か
わ
っ
て

生
活
を
し
て
き
た
地
域
の
人
々
の

暮
ら
し
ぶ
り
を
探
訪
し
ま
す
。

　
日
時
／
11
月
12
日（
日
）午
後
１

時
〜
午
後
４
時【
雨
天
の
場
合
は

11
月
26
日（
日
）に
延
期
】

　
コ
ー
ス
／
西
岬
地
区
香
・
塩
見

　
約
４
㎞

　
集
合
場
所
／
香
集
会
所

　
参
加
費
／
保
険
料
50
円

　
締
切
／
11
月
９
日（
木
）

　
問
合
せ
・
申
込
み
／
市
立
博
物

館（
�
23
―
５
２
１
２
）

ガーデニング講座

　
脳
卒
中
な
ど
が
心
配
さ
れ
る
季

節
の
変
わ
り
目
を
控
え
、万
が
一

の
事
故
に
備
え
る
た
め
、応
急
手

当
に
関
す
る
正
し
い
知
識
と
心
肺

蘇
生
法
の
技
術
を
身
に
つ
け
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、人
工
呼
吸
法

と
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
法
の
実
技
を

中
心
と
し
た
普
通
救
命
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。

　
日
時
／
12
月
10
日（
日
）午
後
１

時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

　
場
所
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
対
象
／
市
民
か
市
内
在
勤
・
在

学
の
人

　
定
員
／
30
人（
応
募
者
多
数
の

場
合
抽
選
）

　
参
加
費
／
テ
キ
ス
ト
代
145
円

　
講
師
／
館
山
消
防
署
職
員

　
服
装
／
動
き
や
す
い
服
装（
ス

カ
ー
ト
不
可
）。化
粧
品
は
落
と
し

て
も
ら
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
終
了
証
／
３
時
間
の
講
習
を
受

講
し
た
人
に
は
、消
防
長
名
の
修

了
証
を
交
付
し
ま
す
。

　
締
切
／
11
月
22
日（
水
）

　
問
合
せ
・
申
込
み
／
中
央
公
民

館（
�
23
―
３
１
１
１
）

普
通
救
命
講
習
会

統
合
校
の
校
名
を
公
募

安
房
高
等
学
校

安
房
南
高
等
学
校

防災体験学習防災知識を生活に役立てよう

募 集
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図書館だより⑱ 館山市図書館（�22－0701）

　
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
は
、館
山
エ
リ

ア
の
多
く
で
２
０
０
８
年（
平
成
20

年
）か
ら
受
信
可
能
予
定
で
す
。

　
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
を
使
用
し
ま
す

の
で
、館
山
市
内
の
多
く
の
家
で
は
工

事
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。２
０
１
１

年（
平
成
23
年
）７
月
、現
行
の
地
上
ア

ナ
ロ
グ
放
送
が
終
了
し
て
も
、デ
ジ
タ

ル
放
送
受
信
用
の
チ
ュ
ー
ナ
ー
に
よ

り
、現
在
の
テ
レ
ビ
で
受
信
は
可
能
で

す
。

①
館
山
で
は
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に

つ
い
て
、す
ぐ
対
応
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

②「
テ
レ
ビ
が
見
ら
れ
な
く
な
る
」こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

③
公
的
機
関
な
ど
か
ら
デ
ジ
タ
ル
放

送
の
契
約
に
つ
い
て
個
別
に
案
内
す

る
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。工
事
の
依
頼
や

契
約
な
し
に
請
求
が
あ
っ
た
場
合
、無

視
し
て
く
だ
さ
い
。

ほ
ら
、そ
こ
に
も
悪
質
商
法
⑩

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
に
関
連
し
た
悪
質
商
法

問
合
せ
／
企
画
課
市
民
相
談
・
協
働

グ
ル
ー
プ（
�
22
―
３
１
４
２
）

▽図書館司書から今月のおすすめ本

【もしも被害にあったら・・・相談はこちらまで】

千葉県消費者センター　�047-434-0999
  相談時間9:30～16:00（土・日除く、12:00～13:00除く)
千葉県警察本部相談サポートコーナー　�043-227-9110
  相談時間　8：30～17：15（土・日除く）
館山市役所市民相談室消費生活相談窓口　�22-3199
  相談日　毎月第1・３木曜日　9：00～16：00

1111111111・・・・・1212121212月の休館日月の休館日月の休館日月の休館日月の休館日　
11/3、6、13、20、23、24、27
12/4、11、18、22、23、25、
　 29、30、31

おはなし会
幼児向け(10:30から)
　　　　　11/10、12/8
児童向け(14:00から)
               11/4、11、26※
               12/2、  9、16

「せき」や「くしゃみ」をしたら・重い荷物を持ったら、下着を
濡らしてしまった、ときにはトイレが間に合わなかったと
いうことがあります。少量の尿が瞬間的にもれてしまう、こ
のような症状を女性の4人に1人が体験しています。

★新着図書より
　　（★児童書 ◎ティーンズコーナー）
「うつくしく、やさしく、おろかなり
私の惚れた『江戸』」

ひなこ

    　杉浦日向子／筑摩書房
「旅の記録楽しい残し方」
　　ひぐちあきら／毎日新聞社

あずさわ

「恋戦恋勝」  梓澤 要／光文社
「クマムシ？！小さな怪物」

あつし

 　　鈴木 忠／岩波書店
「LOVE  in  Alaska」 星野道夫／小学館
「ウミホタルの歌」★　 竹中 豊／新風舎
「雲をみようよ」★
　　  トミー・デ・パオラ／光村教育図書
「じょうぶな頭とかしこい体になるために
改装版」◎　五味太郎／ブロンズ新社

尿失禁　
女性の人へ
ひとりで悩んでいま
せんか？

 「樹木と遊ぶ図鑑」　　　おくやまひさし 著  地球丸
   木々が色づきはじめ、実がたわわに実る。この時季、館山でもあち
こちでそんな風景が見られますね。この本は図鑑として使えるだけ
でなく、四季折々の樹に触れて遊ぶためのヒントがいっぱいです。
秋の章では、ドングリの育て方、調理法、クラフト作

★11/26は「図書館まつり」へ行こう！
　 今年も11/2６（日）に、恒例の図書館まつりが行われます。午前9時より午後5時まで
開催する、本や図書館との出会いの場。たくさんのご来館をお待ちしています。
○本のリサイクル市（ロビー）
    市民の皆様からお譲りいただいた不用本を無償でお分けします。
    探していた本、思いがけない本、懐かしい本に出会えるチャンスです。
○企画展示「図書館使いのヒント集」
      図書館は本を読んだり借りたりするだけの場所ではない！「調べる」ために図書館を
使うコツや使える資料、図書館を使って調べる実例をご紹介します.

りや野生果実の利用法、落ち葉遊びなどの楽しみ
方が紹介されています。
   四季折々に見えるさまざまな木々の姿、季節ご
との遊び方があります。こんなガイドブックを手
に、木と向き合って、遊んでみませんか。

○図書館ツアー
      ふだん見られない図書館の奥まで、使い方も交えて館内を司書がご案内
します。（午後2時からと午後3時からの２回  所要時間約３0分  各回先
着15名、 開始時刻の10分前までに入口横受付にお越し下さい。）
○おはなし会（10：30～11:30／集会室）
      毎週行われているおはなし会ですが、この日はパワーアップ。盛りだく
さんの内容でお届けします。本やおはなしの世界を楽しみましょう。

※11月26日は10時30分から

　尿失禁は特に妊娠後期や産後に見られ、骨盤底筋の損傷によりかなり多くの女性が一時的に経験し、回復
します。しかし、妊娠・分娩の回数や肥満、加齢による女性ホルモンの減少で膀胱の粘膜や括約筋が萎縮する
など要因から、次第に症状が悪くなることもあります。
　恥ずかしいからとあきらめていませんか？骨盤底筋体操を毎日心がけ、筋力を強化することや、薬でかな
り改善することができます。
　尿の回数がとても多い、いわゆる頻尿の場合は、子宮や卵巣に腫瘍がある場合もありますので、医師の診
断を受けてください。

問合せ／健康課�23-3113

尿失禁
気になる人へ
　最近、様々な薄手の尿失
禁パッドが薬局などで販
売されています。生理用ナ
プキンとは水分の吸収力
が違います。
　失禁でお悩みの人は、お
試しいただくとよいと思
います。

地上デジタル放送に関する問合せ先
　総務省地上デジタルテレビジョン放送受信相談センター
　　�0570‐07‐0101（平日9:00～21:00　土日祭～18:00）

「
対
応
の
ポ
イ
ン
ト
」

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
移
行
に
便
乗
し
た

　
　
　
　
　
新
手
の
架
空
請
求
や
悪
質
な
訪
問
販
売

　「
デ
ジ
タ
ル
放
送
接
続
料
金
請
求
書
」を
送
り
、放
送
を
受
信
す
る
た
め

の
工
事
費
用
を
振
り
込
ま
せ
よ
う
と
し
た
り
、「
日
本
デ
ジ
タ
ル
放
送
か
ら

の
お
知
ら
せ
」と
書
か
れ
た
ハ
ガ
キ
を
あ
た
か
も
公
的
機
関
と
思
わ
せ
る

よ
う
な
会
社
名
を
使
っ
て
送
り
、放
送
受
信
の
た
め
の
工
事
を
す
す
め
る

な
ど
の
悪
質
商
法
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

※お知らせ　10月15日号広報「子ども市民大学」でお知らせした、11月18日（土）開催予定のおはなし会は、都合により中止となりました。

　生きているはずのない人形が人間と一緒
に会話をする腹話術は、人形の魅力で、温か
い不思議な世界が繰り広げられます。人形た
ちを通して表現の楽しさを体験する「腹話術
をたのしもうかい」を開催します。
　日時／11月12日（日）10:00～12:00
　場所／菜の花ホール
　内容／【第１部】腹話術師の演技を見て楽
しむ　【第２部】①人形に触れて腹話術を楽
しむ　②パクパク人形を作る
　対象／幼児から一般まで
　問合せ／松苗禮子（�22―6790）

　
11
月
12
日（
日
）午
前
９
時
か

ら
、「
館
山
海
上
技
術
学
校
第
15

回
海
校
祭
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

○
内
容

【
練
習
船
に
よ
る
館
山
湾
内
周
遊

（
約
40
分
）】３
航
海
実
施
し
、各

回
定
員
35
人
。初
回
午
後
０
時
30

分
か
ら
。

【
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
に
よ
る
館
山

湾
内
周
遊（
約
10
分
）】５
航
海
実

施
し
、各
回
定
員
７
人
。初
回
午
後

０
時
30
分
か
ら
。

　
そ
の
他
、各
種
模
擬
店（
ジ
ャ
ガ

バ
タ
ー
、た
い
焼
き
、イ
カ
焼
き
な

ど
）、作
品
展（
航
海
科
・
機
関
科
作

品
、ロ
ー
プ
作
品
、バ
ル
ー
ン
ア
ー

ト
、海
洋
グ
ッ
ズ
販
売
な
ど
）、バ

ザ
ー（
午
前
10
時
開
始
）、バ
ン
ド

演
奏
な
ど
。

　
問
合
せ
／
館
山
海
上
技
術
学
校

（
�
22
―
１
９
１
２
）

館
山
海
上
技
術
学
校
で
海
校
祭

腹話術を
たのしもうかい

▲練習船による体験航海

15 だん暖たてやま 14平成18年11月１日
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